











学位の種類 医 学 博 士
学位記番号 第 161 号
学位授与の日付 昭和 36 年 3 月 23 日
学位授与の要件 医学研究科外科系
















1) Ringer 氏液中の白金電極の電位は窒素ガス負荷時には変化を示きなかったが， 酸素ガス負荷により
Ringer 氏液酸素含量が上昇すると共に電位は約 25mv 上昇した。





4) 低室温では緊縛固定せる家兎の排腹筋組織電位は股動脈血流遮断により 25.9士 9.4mv，外腸骨動脈血
流遮断により 52.6土 12.1mv と電位の著しい下降を見た。高室温で、は股動脈或は外腸骨動脈血流遮断に
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より夫々2.1 土 2.6mv ， 4.1 土 3.0mv と下降は軽度であった。叉230C前後の室温では股動脈血流遮断によ
る電位下降は 5.7土3.5mv，外腸骨動脈血流遮断時には16.2土 3.3mv であった。







7) Pentobarbital Sodium 30mgjkg を静脈内に投与すると，排腹筋組織電位は投与前より上昇する場合
が多く，平均 5.6mv の上昇を見た。叉，投与後外腸骨動脈血流遮断による排腹筋組織首位の低下は 10.
6土 4.5mv であった。
:8) Cinnamyl urethane 250mgjkg を筋肉内に投与した場合， 排腹筋組織電位は余り変化を示きず，叉，
投与後の外腸骨動脈血流遮断による電位の低下は 13.6土3.6mv であった。 Cinnamyl urethane 500mgj 
kg を筋肉内投与した場合には排腹筋組織電位は 3 ，....，， 18mv (平均11.2mv) 上昇した。叉，投与後外腸骨













6) Pentobarbital Sodium 30mgjkg 或は Cinnamyl urethane 500mgjkg を投与すると排腹筋組織電位
は軽度上昇し，外腸骨動脈血流遮断による電位下降も軽減した。
以上の成績は，臨床的には，酸素分圧低下に伴う組織の刻々の変化を容易に知る事が出来るので， Anｭ
























行い， Pentobarbital Sodium 30mg/kg 或は Cinnamyl urethane 500mg/均投与により排腹筋組織電位
は軽度上昇し，外腸骨動脈血流遮断による電位下降は軽減する事を認めた。
以上要するに，連続記録式電位差計を用いて組織内酸素圧の変動を量的にかfえ得る事を明らかにした。
即ち，酸素圧の k昇につれ組織電位は上昇し，酸素圧低下によって組織電位は下降する事を認めた。本法
を臨床に応用する場合，酸素分圧低下に伴う組織の刻々の変化を容易に知り得るので， Anoxia K対する
対策を講ずる事も可能となり，臨床上大いなる貢献をなすものと考えられる。
-125 ー
